「国際中堅企業」の登場(24)　中国でロシアと日本を繋ぐ : 藍宝石木業有限公司 : by 西澤 正樹
























































































































が小さな極東ロシア、人口と消費 場が豊富で資本も蓄積している中国東北地域、そして地場資源が不足のなかで高品質を要求する市場が成立し、それに対応す 技術とサービスを蓄積してきた日本のそれぞれ 要求は合致する部分 あると考える。日本の地場資源型企業が北東アジア内陸地域を事業フィールドとして活動するのはこれからなのである。
そうしたとき、日本の地場資源型中小製造
業は中国と極東ロシアの企業との事業連携を求めることが必要であろう。特に、極東ロシアの地場資源を活用するためには、中国企との事業連携が有効であると考える。藍宝石木業は日々、ロシア企業との事業を継続しており、 中国東北地域には数多くの「藍宝石木業」が存在している である。
（にしざわまさき・アジア研究所教授）
　
今後の日・中・ロビジネス
　
三ヵ国を誇るビジネス
